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論 文 内 容 の 要 旨 
［ 目 的 ］ 
 これまで報告されている肩甲帯の動態解析の手法としては、屍体標本を用いたもの、Pin を直接骨に刺入したもの、
X 線を用いたものなどが挙げられる。近年では 3D MRI や 3D electromagnetic tracking system を用いた生体での三
次元的解析が報告されるようになった。しかし、これらは非生理的な評価であったり、二次元での評価であったり、
また三次元的計測であっても鎖骨の軸回旋運動を正確に評価できないなどの欠点があった。さらに肩鎖関節の動態に
ついての報告は少なく、その結果は報告によって異なる。我々は 3D MR 画像をもとにあらゆる関節の動態を三次元
的に解析できるシステムを開発した。本研究の目的は、本システムを用いて生体での肩鎖関節の三次元動態を正確に
解析することである。 
［ 方 法 ］ 






位端の並進運動を解析した。次に鎖骨に対して肩甲骨がどのような軸周りに回転するのか screw axis concept を用い
て解析しその軸周りの回転角度を算出した。 





― 204 ― 
 回転運動に関しては、鎖骨に対して肩甲骨は肩鎖関節靭帯と烏口鎖骨靱帯の烏口突起付着部を通る軸周りに回転運
動しており、その回転角度は 34.9±8.4°であった。 












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 我々は 3D MR 画像をもとに肩鎖関節の動態を三次元的に解析した。対象は健常男性７名 14 肩。被検者を坐位とし
垂直型 Open MRI を用いて下垂位から最大外転位まで 30°おきに肩関節部を撮影した。撮影した画像を専用のソフト
ウエアに取り込み肩甲骨と鎖骨の三次元骨モデルを作成した。また、下垂位での各骨の画像を他肢位の画像に重ね合
わせる操作により三次元的位置変化を算出した。 
 外転 90°の時肩甲骨に対して鎖骨遠位端は最も後方に変位し（－1.9±1.3 mm）、最大外転時に最も前方に変位し
た（1.6±2.7 mm）。一方、鎖骨に対して肩甲骨は肩鎖関節靭帯と烏口鎖骨靱帯の烏口突起付着部を通る軸周りに回
転運動しており、その回転角度は 34.9±8.4°であった。この結果は肩鎖関節の手術方法、理学療法を考える上で有益
な情報となるであろう。よって博士（医学）の学位授与に値する。 
